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本研究では、レーザーによる燃料ターゲット

加熱の効率の検証と加熱時のプラズマの振る

舞いの解明を目的として、対向照射レーザー向

けの燃料ターゲット連続供給システムの開発

を行った結果について報告する。ワイヤ型の燃

料を0.1 Hz程度で連続的に供給し、その都度、

カメラ画像によるワイヤ位置の補正を行うこ

とでレーザーを確実にワイヤ型燃料に照射可

能なシステムの構築を行った。 
図１に本システムの概要図を示す。はじめに、

燃料ターゲットにレーザーを対向的に照射し、

プラズマ化した物質を撮像したのち、ターゲッ

ト送り機構によって次のターゲットをレーザ

ー照射位置に移動させる。この時、レーザー照

射位置とターゲットがずれていることから、カ

メラから取得した画像による中心からの位置

ずれの距離をピクセル値にて取得し、そのずれ

に応じて、XYステージを用いた位置修正が行

われ、次のレーザー照射が行われる仕組みであ

る。 

 
図１：本システムの概要図 

 
一般的にはこれらの処理について、マイコン

を用いて組み込む場合、撮像、画像処理、位置

ずれの定量化と移動を含めると、平均4.5秒以上

を要する。これをMATLABにおけるハフ変換を

用いた画像処理アルゴリズムを用いることで、

高速化することができる。図２に画像からター

ゲットの中心からの位置ずれ（約200μm）を計

測し、定量値を基にターゲット位置を修正した結

果を示す。最終的な目標として、この動作を1Hz
で行い、補正後にターゲットがレーザー照射中

心から25µm以内にある事と設定している。現在

のシステムにおいて、許容範囲にある確率は

90%程度である。今後、本システムを実際のチ

ェンバー内に設置し、ターゲットに連続的かつ

正確にレーザーを照射し、その時に放出される

X線や光子を観察する。これによって、これま

で明らかにされていなかった対向照射特有の

レーザーとプラズマの相互作用を解明する。そ

の結果、プラズマの効果的な加熱方法の知見を

得ることを最終的な目的とする。 
 

 
図2：位置修正前後のターゲットの画像 
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